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働く60代前半者に実施したセカンドライフに関するアンケート調査結果 

エネルギー・文化研究所：遠座 

一旦定年を迎えた後、継続的に働いて
いる60歳前半の人たちを対象に、65歳
以降のセカンドライフに関するWEBアン
ケートを実施しました。 
 

何歳まで生きると思うか？の問いに対
し、実際の平均余命に比べかなり低い
年齢の回答が多く、最近の寿命革命が   
”自分ごと”として認識されていないこと
などが判りました。 
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日本人の寿命の推移 
（1985-2015） 

寿命は1/5の傾き（20％勾配）

で延びている。 

2017年 
女性

87.26 
 
 

 
男性

81.09 

  

 リタイヤ後の準備をしている人は 4人に1人 と少ない。     
働く60代 前半者の過半の人が リタイヤ後の準備に対
し積極的に向き合っておらず、定年後の継続雇用期間
が次のステージへの準備ステップとなっていない。 

 “平均余命”何年でリタイヤ後の計画を立てるべきだ
が、自分が何歳まで生きるかを80歳（≒男性平均寿
命）で考えている人が多く、65歳以降10年余しか生き
ないとの認識が リタイヤ後の準備をしていないことと関
係していると推察される。 

 リタイヤ後の生活不活発化を予防し 健康寿命を延ば
すには、次のステージでも役割を担い 生活を充実させ
ることが重要である。そのためには人的ネットワークづくり
などのほか、まず 現在起こっている 寿命（余命）の急
激な延び “寿命革命”について しっかり認識する必要
がある。 

まとめ “寿命革命”  
この30年間で男女とも６年寿命が延びている。 

70歳の人の平均余命 男性17.29年 女性21.62年 
80歳の人の平均余命 男性10.25年 女性13.23年 

標準生命表2018より 
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